
 みなさん、こんにちは。めぶきフィナンシャルグループの秋野でございます。 

 本日は、２０２５年度中間期の決算概要について、説明させていただきます。 
 



 はじめに、決算の概要について説明します。 

 中間純利益は、前年同期を１１７億円上回る４３７億円となり、 
２０１６年の経営統合以降の中間期で最高益となりました。 

 国内の金利上昇を捉えた預貸金利息差の拡大や 
有価証券ポートフォリオのメンテナンス効果を反映した 
有価証券等収支の大幅な増収によるものと捉えています。 

 この結果、本年５月に公表した通期業績予想７００億円に対する進捗率は 
６２.５％と、高い進捗にありますことから、資料下段に示している通り、 
通期業績予想を５０億円上方に修正し、７５０億円といたしました。 

 上方修正分の５０億円はＲＯＥ換算でおよそ０.５％に相当し 
今年度のＲＯＥは７％台半ばを見込んでいます。 

 



 こちらは、株主還元となります。 

 通期業績予想の上方修正を踏まえ、増配を決定しております。 

 １株当り年間配当額を本年５月の公表水準から２円増配の２６円とし、 
前年度の配当実績１６円と比較すると、１０円の増配となる見込みです。 

 次に、自己株式の取得について申し上げます。 

 １０月に今年度２回目となる７０億円の自己株式取得を公表しておりますが、 
既に取得を完了しており、今年度の取得金額は総額３００億円となっております。 

 なお、２０２５年度の配当総額は２４４億円、 
配当と自己株式の取得を合わせた、総還元額は５４４億円となり、 
通期業績予想７５０億円に対する配当性向は３２.６％、 
総還元性向は７２.６％となる見込みにあります。 



 こちらは、銀行合算、グループ会社も含めた連結決算の計数概要となります。 

 全体の動きは先ほどご説明した通りとなりますので、後ほどご確認ください。 



 こちらは、経常利益について、要因毎に前年同期からの増減を示したものです。 

 緑色で示している項目が増益要因であり、預貸金利息差の拡大や 
有価証券等収支の増収のほか、有価証券売買等損益の増加が 
利益成長を牽引し、経常利益は前年同期から１５４億円増加しました。 



 こちらは、純利益および本業の収益力を示すコア業務純益の推移となります。 

 左側の棒グラフは、中間純利益の推移を示しています。 

 また、右側の棒グラフは、コア業務純益の構成要素毎の推移となります。 

 本中間期は、主に預貸金利息差や有価証券等収支が増加することで、 
本業の収益力が拡大しております。 



 こちらは、貸出金の状況となります。 

 貸出金末残は、前年同期末から６,４３２億円、年率５.１％増加し、 
前年同期に続き、高い伸びとなりました。 

 右上の表をご覧ください。 

 人格別では、法人向け貸出金が年率７.４％で増加しているほか、 
個人・公共向け貸出金も引き続き、堅調に推移しております。 

 



 こちらは、円貨貸出金利回りの四半期毎の推移となります。 

 まず、左上のグラフをご覧ください。 
一番上の緑色が変動金利、真ん中が貸出金全体、一番下が固定金利の利回り 
となります。 

 マイナス金利解除となった２０２３年度第４四半期を境に上昇しています。 
それに伴い、預貸金利回り差も約２年間で、０.８７２％から１.０３２％まで 
拡大しております。 

 なお、固定金利貸出金は、９月末時点で４.８兆円の残高があり、 
平均残存年数は４.４年程度であることから、年間で約１兆円ずつ 
金利更改が進むこととなります。 

 また、変動金利型の貸出金については、短プラ連動型、市場金利連動型、 
住宅ローンの３つに分けてお示ししています。 

 いずれも金利引上げは順調に進展しており、今後も更なる利息収入の拡大に 
繋げてまいります。 

 



 こちらは、譲渡性預金を含む預金の状況となります。 

 預金末残は、前年同期末から４６２億円、年率０.２％の増加となりました。 

 今後については、法人に関しては、決済口座や給与振込元受の獲得などにより、 
貸出金シェア以上の預金シェアの確保に更に取り組んでまいります。 
個人に関しては、給与や年金の受取口座、各種支払の決済口座といった 
メイン口座の獲得や、相続預金・退職金の取込みを強化し、 
安定的で粘着性の高い預金基盤を更に強化していく考えです。 

 



 こちらは、２０２５年度のグループ連結および子銀行単体の通期業績予想 
となります。 

 冒頭で説明しましたグループ連結利益のほか、 
各銀行単体の通期業績予想も上方修正しております。 

 なお、常陽銀行の純利益は当初予想から３５億円増益の４７０億円、 
また、足利銀行の純利益は当初予想から２５億円増益の２６０億円 
としております。 



 こちらは、上方修正後の業績予想の組立てをお示ししたものです。 

 市況シナリオは、当初から変更しておらず、右上に記載の前提のもと、 
連結純利益は、５月公表水準より５０億円の増益を計画しております。 

 当初の予想に対する主な増減要因は、資料右下に記載しております。 

 増益要因は預貸収支３５億円増加、有価証券等収支４５億円増加、 
対顧役務５億円増加、信用コスト１０億円減少となります。 

 一方、減益要因は、経費１５億円増加、 
有価証券売買等損益１５億円減少となります。 



 こちらには、政策金利の引き上げに伴う影響について記載しています。 

 ９月末時点のバランスシートをベースに、政策金利が現在の０.５０％から、 
０.７５％、１.００％にそれぞれ引上げられた場合の資金利益へのインパクトを 
試算したものとなります。 

 下段に記載している前提の下、政策金利が０.７５％に引上げられた場合には、 
資金利益に対して１年後には約１６５億円、３年後には約３５０億円の 
増収効果が期待できるとともに、ＲＯＥについては１.１％から２.３％の 
プラス効果が見込めると試算しております。 

 また、政策金利が１.００％に引上げられた場合には、 
同じく１年後は約２４５億円、３年後は約４６０億円、 
ＲＯＥにして１.６％から３.１％のプラス効果が見込まれます。 



 ここからは、今年度よりスタートしました第４次中計の進捗について 
説明いたします。 

 はじめに、今中計の概要について簡単に触れさせていただきます。 

 今中計では、資料左側に記載の５つのマテリアリティの解決に向け、 
基本戦略として、①社会課題解決戦略、②事業ポートフォリオ戦略、 
③経営基盤強靭化戦略の３つを掲げ、社会的価値と経済的価値を 
高めることにより、企業価値の向上を目指しています。 

 次のページからは、主要ＫＰＩの状況や各基本戦略における具体的施策、 
その進捗を記載しております。 

 本日は時間も限られておりますので、ポイントを絞り、説明させていただきます。 



 事業ポートフォリオ戦略では、事業セグメントを資料記載の６つに分類した上で、 
「リスクテイク重視分野」、「ＲＯＲＡ重視分野」、「リスクコントロール分野」に分け、 
事業成長とＲＯＲＡの引上げを目指しています。 

 資料右側には、足元のコア業務粗利益ベースの事業セグメント別ＲＯＲＡを 
記載しております。 

 オレンジ色の「リスクテイク分野」、緑色の「ＲＯＲＡ重視分野」では、 
金利上昇効果の取込みに加えて、変動金利連動貸出金の積み上げや、 
特にストラクチャードファイナンスにおいて、メザニンファイナンスなどの 
収益性の高い案件の取組などを図り、ＲＯＲＡを引上げております。 

 青色の「リスクコントロール分野」では、有価証券においてＲＯＲＡが 
改善しており、セグメント全体のＲＯＲＡも３.４％と、 
前年度から０.３％上昇しております。 
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 有価証券の状況について、補足させていただきます。 

 有価証券の全体の残高は、左上のグラフの通り、 
前年度末から概ね横ばいで推移しております。 

 有価証券売買等損益は、左下のグラフの通り、 
収益改善を目的に利鞘の小さい変動債の一部入替を主因に、 
売却損２００億円を計上しておりますが、 
株式関係の売却益などがそれを上回り、 
ネットでは３７億円の売却益を計上しています。 

 また、右下のグラフの通り、ヘッジ考慮後の評価損益は、 
株式市場の回復を受けて、１,２８９億円の評価益を確保しております。 



 こちらは、国内債券の状況となります。 

 上期におけるオペレーションは、資料上段中ほどに記載の通り、 
基本的には償還分見合いの買戻しを進めたほか、 
リスクコントロールおよび収益改善を目的に変動債の入替を行いました。 

 その結果、資料右下に記載の通り、年限毎の保有利回りは上昇し、 
国内債券全体の利回りは０.９２％と、２０２４年３月末対比で 
約２倍の水準まで引き上がっています。 



 最後に、トピックスとしまして、経営基盤強靭化戦略におけるＤＸによる 
付加価値創出、特に生成ＡＩの戦略的活用について説明いたします。 

 当社グループでは、生成ＡＩの活用による生産性向上を目的に、 
「日常業務の効率化」、「業務特化支援」、「企画/検討の高度化・効率化」の 
３つの観点から取組を進めています。 

 以上が、本日ご用意させていただいた内容となります。 

 
 


